
ノー ト カム リの国の地名研究 :落穂拾い (その 3)

第 2枝 :地名パンディ Pa2め～1‐      水谷 宏

Astuttaethau Enwau neoedd yng N』珈山Щ (D

Yr Ail Gainc

Hiroshi nLttta五

承前

IIomon:

1.hn″ の地名 に生 きるカム リの国の伝統社会

本研究ノー ト第 1枝「2.2"‐ で始まる地名」(本誌第 2巻第 1号 37・ 39頁 )

で紹介したように、水名学的地名の ZFa22「川」′Va22′「小川」′L物〆湖」′物
「(狭い)谷」′2ガ勾四「(広い)谷」′

―
ご「山」′肋   

「河口」′助   
「丘」′

妥2′「橋」′α山 「(山の)背、尾根」といった、自然に関する地名の数が、第

1位の二ぬコ″「教会」で始まる地名に次いで、上位 10位を占めていて、豊かな

自然のカムリの国が地名からも理解できるのである。本稿が取り上げる パンデ

イ2コク (以下、この語が地名として用いられる場合には 大学の″≠が で表

記し、「縮絨小屋、縮絨場、縮絨工場」を意味する普通名詞の場合には、paFlむ

と小文字で表記)と いう地名は、さしずめ、「自然と人工」の合作というカムリ

の国の伝統文化をわれわれに伝えてくれているのである。本誌第 2巻第 1号
37‐ 38ページで紹介したEl¬卿 Da宙es(1975)騒

“
″οZレ磁颯 ZJaωdご /И

a滋りFeer″″馘強島
“

■,"“ (以下、盟 .Z2)には、以下の 9箇所 (Pa2ク
が単独で用いられてる地名が 5箇所と、ユ盟4を a響配 Panめ薇″″ のように

後に他の名詞が続くもの 2箇所、そして N盪
`yPa2ク

幼リタ"ク
のように、

複合語の二番 目の要素に ユ塑″ が用いられているものが 2箇所)が収録され

ているだけであり、数は多くはない。これには、同書のRha_adrodd「序文」

に以下のような同書の目的が述べられている。

`・ ..,prif bwrpas y rhestr y7 dangos sut y dヵ d sgrifennu enwau

neoedd cy7nraeg,a pheth ychwanegol yw llnrhyw ddef五 yddioldeb

a an fod iddi fel ge五adur daearyddol.Gan h卿 嘔 nid bぽr rhestr

ynlln gyaam,。 nd eto ceisiwd cynnⅥγs ynddienwau Cymraeg

pob tref a pЫ ttytダ r prifnOdwedぬ on daearyddol,pentre■ ,gOrsaf‐

oedd y rhe■氏

「

dd,anメhrdai nichμ止町 swd enwau ttrmydd

o二d oes iddl・ nt ryw ddiddordeb hЯ nesyddol neu lewddOl't.対
.

`..,,the p五m鋼ァpurpOse ofthe Lstis to serve as a guide to the

orthograptt OflVelsh place‐ name5加呼 usettess i mtt halye as
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a gazetteer iS a secOndary lllatter.FOr this reason the Lst is not

exhaustive,although an attempt has been made to include the

Welsh names of an towIIs and parishes,nd the chief natural

features,vinages,railv‐ ay stations,Я nd post oDEces;frarm・names
are usuauy g.ven only if they have sOme histottcal,bio口 aphical,

or hterav ulterest,'(p.Кd.)

従って(同書が準拠した い
“

S密り の 勧α力盪 凛″
′
と呼ばれて

いる地図の第 6版に掲載されているすべての地名 (P222ク を含め)が列挙され

ているとは限らない。同書に含まれている Pa22ク の地名 9箇所は以下の通り

である。

即ち (州名は 1974年以前のもので、′.〒 ′"麟
ダ 「村」、 鑽趣 =「地域」

locality neighbourhooど、 ι=ヵでr 「担T」 )、

Pa2ク

1)マヌイ州 クリコルナイ・ヴァゥル教区の村 ′,Crucornau F田鴨 Mynwy
32/3322

2)メ イリオニーズ州 トウイン教区の村 pり To―,M由
“

wdd.23/6203
3)ト ゥレヴァル ドゥイン州 サンブ リン・マイル教区の地域 腱は 、

llanbryn‐ m由,Ilrefald_.23/9004

41デ ィンビーヒ州 サンサンフライ ド・グリン・ケイ リョーグ教区の地域

肛通 、Ll,nsЯ nイキid Glyn CeittOg,Dhbych.33/1986

5)メ イリオニーズ州 サンイウフシーン教区の地域 遺通 、′llanuwchu口 ,

Meidonydd.23/8729

Pa24/r a2P配 メイ リオ ニー ズ州 グイゼル ウェル ン教 区の村 ′
Gwyddelwern,MeLおwdd.33/0850

Pa2のを′喝 デ インビー ヒ州 サ ンゲルニ ウ教区の村 p.llangern隅
D五けch.23/8564

劇壷′y農堕ク メイ リオニーズ州 コル ウェン教区の 1地点 Corwen,

MeL■onydd.33/1441

2弓″動 モルガヌーグ州 フロンザ教区の町 ′′Rhondda,MOrganllwg.

21/9992

2.観光旅行者向き地図 V確腸 %盟士′』堕′上の位置
上記 9箇所の地名は、Pa2クう とN盪′yPan″ とを除いて、現地で簡単

に入手できる観光旅行者向きの地図、″闘
"動

″力′″υ (Nor雌ぬ:」arrold

Publishing出 版、カムリ観光局 Bwrdd CrOeso C「Шu/Wies Tourist BOard
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発行、Car砒 1993,1995,以 下、 P四々Й場 ゴα場 にも収録されている。そ
して、Pa2″ 1)と 幼りp“″ 以外は、すべて北部カムリにある。 一ごく
大雑把な南北カムリの境界は、中部西海岸の町アベラス トゥイスAberystwyth

(22/5881)と 中東部のイングランドとの国境の町、トゥレヴァクロ ■ettc10(ま

たは トゥレーヴ・ア・クラウズ TieFy・Chwaa(32/2872)で 、英名は KightOn、

サンドゥリンドッドLlandrindod/Llnnぬ 強dod lVens(32/0561)の 少し東に

あるA44号線上の村、ペナボント Penybont(32/11641と 、イングランドのシ

ュロウズベリShrewsburyと を結ぶ A488号線上にある)と を結ぶ線である一

本誌第 2巻第 1号 38ページで紹介した、「カムリ及び西部イングランド英国

陸地測量部地図距離座標系 (100平方キロメー トル)」 S〔

「

饉 On ma―On

(gyda ochrau o 100 kml y Gttd Prydeineg dros GyIIxlru a gOrllenin l10egr/

National G五 dOn Sへes Яnd westem EnglЯ nd(100 km.sq.)(以下、「座標」)で
は、カムリ全域は 12/・ ,21/・ ,22/・ ,23/‐ ,31/・ ,32/‐,33/・ の 7つの「枡(100キ ロ

メー トル四方」に及んでいるが、主要部分 (特に、本稿との関係での)は、22/‐
,

23/・ ,32/・ ,33/‐ の4つの枡であり、それぞれ、北西部 (23/・ )、 北東部 (33/‐ )、

南西部 (22/‐ )、 南東部 (32/‐ )力 当`てはまる。―
I賜 ゴθθJの他、いく

つかの地図 (後述)の助けを借 りて説明すると以下のようになる。

先ず、Pa22●″1)は、Par″だけの地名のうちでは唯一つ南東部 (32/‐ )内
に位置していて、物

“

場 蒻 5ではヽア・ヴェニ YF∞五 /アベルガヴェ

ニ Abergavenny(以 下、/の後は英名)と 、イングラン ドの町ヘリファド

Herefordと を結ぶ A465号線上にある。ア・ヴェニから約 10キ ロほど北に行

つたところで、ほぼ、イングランドとの国境に近い地点である。ア・ヴェニの

地点が 32/2914であり、2璽ク 1)の地点が 32/3322であるから、ア・ヴェ

ニからは東へ 4キロ、北へ 8キ ロの地点ということになる。この村の西側には、

グイ川 (英語名ワイ川)Afon G¬″/Wyeの支流の一つであるマヌイ川 Afon

hlynwyの支流のすつであるホンジー川 Afon HOnnduが 流れている。

次いで、P簗め2)は、23/6203の地点であるから、北西部 (23/・ )であり、

トウイン ToT卿 (23/5800(』%.Z〃 :110では、ぃ 一タゥィンの綴りも)

の町から、マハンセス Machynneth(23/7400と ドルゲセ Dolgenau(23/

72171と を結ぶ A487号線上のミンフォルズ PLttOrdd/MinfOrd(23/5938)

とを結ぶ B4405号線から田舎道を東へ 2キ ロ足らず逸れたところにある。近

くには、1877年、アベルガノルイン Abel田ηol¬阻 (23/6700の採石場から

(こ の鉄道の駅の地点は 23/6806で、採石場から南東へ約 1キ ロのところに位

置している)ト ウインの港まで、スレー トを運ぶために敷かれた鉄道で、1947

年の採石場の閉鎖後は、ボランティア保存団体が運営しているタラシン鉄道

●
０
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Taly・nyn Railv・ 等 が走つている(John TOmes,1995,コルθσ励 ″曇η p.164

参照)。 この村の南東 3キロばかりにある標高約 535メ ー トルのトゥリム・ゲ
シ山 T― Geni(23/6401)に源流をもつ小川 (ダサニ川 Afon Dys脚面 の支

流で一四

“

場 ゴθθ5その他の地図にもこの支流の名前はない)が、村のす
ぐそぼを流れ、ダサニ川に合流した後、ケレディギオン湾へと注いでいる。
Pa22めア3)の地点 23/9004は 、 物

“

場 ゴ

“

をでは、上記のЪ扇リバ23/

58001の ほぼ真東へ直線で 15キ ロほどの ところにあるマハ ンセス

Machynlleth(23/74001か ら、ダヴィ渓谷 Dデ助mDメンDoveyミミ yに沿つ

て北東に走る A489号線を 10キ ロほどの地点、グラン トゥイ ミン村
Glant理肛甲■(23/82041(a砕

"θ
97:37に よる地名で、″物″錫 」θ%その

他の地図ではケマイス・ロード Cemmaeo Roadと なっている)の ラウンダバ

ウト■oundabOitで 右折して東に向うA470号線上にある村サンブリンマイル

llanbrttmЯ l,(23/87301を左折し、南から来る B4518号線が横切つて北上す

る田舎道を2～3キロ進んだところにある。クレガマント川 Afon Clettmant

またはクント川 AfOn Cwnt(物
“

場
・

ατでは前者、Cyhoeddiadau Stad

出版 (年代不詳)の こレ四%五亀ρ:四yい ″ 「カムライグ語地図」(以下、

“

″.の では後者の河り|1名 が掲載されていて、いずれが正しいのかは調査中)

が近くを流れている。

Pa2め

“

133/1986は、33/‐ の地域、即ち、北東部カムリにある。この村は、
レクサム Wrecs,m/wrexh,m(33/33501か らA483号線を南下し、ほぼ真南
約13キ ロのところ、イングランドとの国境に近いア・ワイン村 Y Waun/Chよ
(33/2987)から西ヘケイリオグ川 Ce五〇gにほぼ平行して走る B4500号線

が、グリンケイリオグ村 Gし¨eiriog(サ ンサンフライズ・グリンケイリオグ
LlansAnttaidd Glyncemogl(33/2038)で 90度に左折して南下し、さらに2
～3キ ロ行つたところにある。ケイリオグ渓谷 Dガ缶yn Ce五og/Vde of Ceiog
のほぼ真ん中に位置していて、ケイリオグ川 AfOn CettiOgの 支流テイルー川
Afon T範師 がケイリオグ川に注ぐ河口 aber近くに位置している。

P222の″5)の地点は23/8729であるが、融 ■993,IЙ万には このPa22″
の地名は載っていない。「メイリオニーズ州 サンイクフシーンの地域」という
騒 .Z‐91)の記述では、サンイウフシーン村 Llanuwchuyn(23/8730の 1

キロ南の地点である。村はずれ辺りであり、サンイウフシーン村の北側に流れ
るシウ川 ■liwの注ぐ支流で、ヴォイル・フリーズに源流を持つクーム・カン
スイド川 Afon Cwm Cynun7dが B4403号線を横切る辺りにある。サンイウ
フシーン村は、 ドルゲセ Dolgenau(23/721つ と、ア・バラ Y Bala(23/92361

とを結ぶA494号線上、バラ湖 (シニン・テギッド Lしn Tegid 23/9032は、南
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西端 23/8931～北東端 23/9235にかけて斜めに位置している)の南端のすぐ
近くで、B4403号線に入つたすぐのところにある。なお、

“

Bな ]“ご∠ぬβ
斃 たと鵬 も(以下、4ん開ИIЙめ のシー ト45には、P22ク の地略が掲載さ
れている。

Pand/r aapaf(直訳すると「チャペルのパンディJ)33/0850は、Pa22″ 41

と同じ、北東部カムリにある。前述のア・フイン Y Waun/chirk力 )ら 、B4500
号線ではなく、北西部のバンゴール BangOr(23/5872)に向う A5号線を、風
光明媚なサンゴセン渓谷 Dメ壼口 Ilallgo■en/1rale ofLlangonenに 向かい、
「国際音楽祭」(毎年 7月 開催)で有名な町サンゴセン Llangonen(332142)を

通過して、さらに西に進むと、コルウェン村 Corwen(33/07431に 出る。さら
に2～ 3キ ロ西へ進むとフリシン Ittuthlln/Ruぬ h(33/12581に 向うA494
号線を右折して北上すると、右折地点とフリンンの町とのほぼ中間点の手前で、
右折地点からは 10数キロ行つたところ、ケヴン・コーホ農園 Ceh cOch
(33/145つ に向う B5429号線に入るすぐ手前にあるのが Pa24を の どの村
である。クルーイッド川 Afon Clwydの 上流がそばを流れている。
パンディティディルP撻あなご″(23/8560は、直訳すると、「ティディルさ

ん (英語ではチューダーさん TudOr)のパンディ」であるが、23/・ の地域、北
西部にある。北海岸の観光地城下町コンウイ COnwy(23/787つ から、風光明
媚の観光地ベ トゥス・ア・コィド Be柿s・ y・ COed(23/79561へ と南に延びるコ

ンウイ渓谷 Dプtyn Comヮ /Ⅵお Of COnwの上流、A470号線上に位置する
サンルス トLlanrwst(23/7061)か ら北東に進み、サンヴァイル・タルハエア
ルン llanfair Talhaearp(23/9270)の 小村に通じるA548号線を、5キ ロ余
り進むと、グイセリン村 Gwythe血(23/8761)に向うB5384号線へと右折す
る。そこからは、2～3キ ロのところにPa24"だ

"′
の村があり、デルヴィンリ||

Dert■ がガセン川 Ganenに変わる辺りで、村を通り抜けて流れている。
2Var′ y2触めバ33/1441)は 、″四″Й場 」

"σ
その他の地図にも出ていな

いが、2uみをaヮ」 の説明で言及した、ア・フイン Y Walln/Chirkか ら北

西部のバンゴールに向うA5号線上、サンゴセン町とコルウェン町の中間にあ
るグリンダヴル ドゥイ村 Glyn街壷dB・ (33/154分 の真南にある。町 ■99a
Fθθ多では、モイル・フェルナ山 Moel Fferna(2071 ft./631m.)を源流とする

小川が Gしnも壷dwyに向かつて北上して流れている川沿いで、ダヴル ドゥイ

メ|I Afon Dガr心り /Deeに注ぐ河口 aber(33/1543)の南約 2キロの地点であ

る。Nantは 「小川」の意であり、カムライグ語の属格表現は主要部に後置さ

れる (本誌第 3巻第 1号に掲載されている小池岡1史氏の論文、「カムライグ語
の属格 :構造・機能・関係」14‐ 34ページ参照)ので、全体の意味としては「縮
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絨小屋の小川」となる。従って、厳密に言えば、P餞ク の地名というょりも、
pandy・ の語を含む「小川」の地名ということになる。そもそも、p,ndyカヨヽ

川を「所有」するはずはなく、むしろ、水車で小川の水を利用して、縮絨作業
を営んでいるのであるも「縮絨小屋の (あ る)小川」という地名と考えることも
可能である。

同様のことが、%η″

" (21/9992)|こ
も言えるのであり、ton「草地」

が主要部で、全体は「縮絨小屋の (あ る)草地」の地名と考える。昴り臀塑″
は「町」であり、―

IЙ場 ゴθθσその他の地図にも掲載されている。首都の
カイルディーズ市 Caerむdd(31/217Dか ら、サンダーヴ Ll,ndaf(31/1578)
を通 り、北西の方向に向う A4119号線が、エライ渓谷 Dメ書yn El生 /Ely
Vaneyを通過して、フロンザ渓谷 Dガ短澤 Rhondda/Rhondda vaneyに 向い、
A4088号線に出会うすぐ手前に位置している。映画「我が谷は緑なりき」で有
名になったア・ギルヴァーハ・ゴーホ村 Y Gilfach‐Goch(21/98891の真北、
直線で約 3キロのところに位置している。

因みに、現地調査をその一部に取り入れている筆者の「カムリ学研究」は、
1968年に英国大使館給費生として北部カムリのバンゴールにある北カムリ大
学 Coleg Pr壼シsg01 Godledd Cymru(当 時の名称)に滞在していたときに始まっ

た。大別して、 1)各地の方言の調査研究、2)地名の調査研究、3)オ ガム

文字を含む碑文の調査研究、から成っていて、その後、幾たびかの現地訪間の

機会を利用して実施してきた。パンディティディルの村は、筆者自身が、1993
年度にカムリ全域にわたって実施した方言の現地調査をした村々のうちの一つ

である。美しい静かな侍まいの村であり、当時はさほど人口の過疎化が進行し
ていたとは思えなかったし、かなり豊かな村であったと観察していた。今も変
わらず、当時のままであってほしいと願つている。

その他の調査地点としての Pa22めた1)か ら 5)ま でと、Pa22めな aヮタ につ
いては、残念ながら、現地滞在の主目的が方言の現地調査であったため、方言

調査に出かける往路・復路に2～3度通りかかった程度である。ただ、サンイ

ウフシーン村のあるA494号線は、方言調査で何度も通つていて、その都度、

気にはかけうつも、Pa22″ Dの地点には立ち寄る機会を逸していたのであっ

た。しかし、B4403号線上の村、サンガウエル llangawer(23/903r22で の方

言調査 (1998年度)の帰路、この地点は確認していた。研究期間がせめてもう

1～2か月延長できていたならば、「パンディ研究」の現地調査部分の 10分の一

乃至は 20分の一程度は実施していたかも知れない。上記のように、物

“

場
ゴθθダには全部で 9箇所しか掲載されていないが、実は、Pa4めァ1語の地名だけ

でも、カムリの国全域では 131箇所にも上るという事情があり、方言調査の片
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手間では到底不十分だと判断し、敢えて手を付けないままに先送りをしたのだ
つた。それ以外に P餞ク の語の前後に他の名詞 (人名、地名、土地利用名)や
形容詞が用いられている地名、例えば、の

“
助堕ゥ αtt Pa2夕 Pa224を の こ

R"″んために島鴫 さらには、`melin協耐 「縮絨水車場」その他の名称が用
いられる地点を加えると、330地点以上にまで及ぶという事情もカロ味した (次
の段落を参照)。 こうした地点を、全地点でなくても、その大部分を訪れて、何
らかの詳しい調査を実施するためには、最低でも 1年間の研修期間が必要だと

判断したからであった。

開 ■99a鵬 5を含め、地図上には現われない 2塑″ その他の縮絨水車
場のカムリ全域の分布の状況は以下の通 ,である。1)モーン州 MOn 22,0カ
イルナルヴォン州 CaemarfOn 33,3)デ ィンビーヒ州 Dinbycb 31,41フ リン

ト州 F■int lo,5)メ イリオニーズ州 MebiOnydd 63,6)ト ゥレヴァル ドゥイ
ン州 ■efaldn・ 34,つ ケレディギオン州 Ceredigion 25,8)マ イスアヴェッ
ド州 Maesyfed 7:91ペ ンプロ州 P倒山014,101カ イル ヴァル ジシ州
Caerttddin 32,11)ブ ラヘイニオグ州 hycheiniOg 13,12)モルガヌーグ州
Morgaxmwg 28,そ して 13)マ ヌイ州 NI口町 21,合計 333地点。 (」 .

Geraint」enkhs(1969)%θ ″υりL ¨ ヵ′
“
θ″ Cartt Naional

Musel17n of Wales,S、lsh Folk Musellm,p.103,Fig 12 Distribuion of the

Place Name Pan島バn Wdesに よる)。

一方では、そのような筆者自身の身勝手な言い訳にもかかわらず、Pan″ の

地名がカムリのほぼ全域にくまなく分布している状態である以上、方言調査や

碑文の調査のために訪れた地点が、Pa2ク の地名の地点と重複していることは

しばしばであった。従つて、地図上には掲載されてはいなくとも、Pa22ク の地

名が、北カムリ大学やアベラス トゥイスにある国立カムリ図書館 Llngen
Genedlaethol CyTnru,Aberystwガ hに保存されている諸種の文献資料や記録

に残つていることが確認され、現地の先行研究、特に、Melville Richards(19691

`lVelsh Place and PersOnal Names∞ nnected¬ith the Woonen lndusiy'

均″
“

と ムhJ.Geraint」etts(1969,pp.351‐ 372.に収録されている地

点のすぐ近くにある行政教区 pllvyf/civil pa邑shを訪れていたことになり、そ

うした地点への訪間は、上記の」.Geraint Jenkins(1969)の 地図に示されて

いる 338地点の約 80%ほ どへ、何らかの機会に訪れていたことになるのであ

る。

なお、本研究ノー トで参照している地図は、以下のものであり、いずれも、

方言調査に際して、調査地点を見つけるための道路地図として利用したもので

ある。既に言及した 幽 α鶏 」α万,“ 燿.こ′α砂笠″ zИん醐ИIθ

`Fの

©日本カムリ学会 2007 
Bwletin Astudiaethau Cymreig Siapan 3(2):29-39



他、次のものである。

1)の山 a22“ 動 ″ リ カら勧壺

`∠
滋
"ゲ

αり2`ユね 曳 ヱ堕  (以 下、

物
・ "32)0轟 a2ω 動 岬 γ 腸 た油な И歯口 ar O"′ aFヵれ ■9観 (以 下

物 ゴ%の
3)αttaa“ s″7ッ ルbb壺じ И凛

"ar a輸
″ &ねら ■99a(以 下

の厖″′θめ

0 物 222“ S四7夕 3"′И協"z“ Bゴ″L(以下、a"物レαり
以上の8種類の地図でのコ%.ZZに含まれている 9箇所の 農勉ク の地名の

掲載の有無は、以下の通りである。(○ =掲載「有」、X=掲載「無し」)

地図名 Panけ 1)

幽 θa″θθ」 o
鮨 2・こ     ○

物 ゴ985    0
魏

・
θθθ       O

a勁幽1■993    0

-    
○

…

ゴ′9θ     O
α酔生Iθθ7     o

3.Panc夕 とは どんなところか

パンディの地名をもつ上記の9箇所の地点の地図上の位置に関する記述をお

読みいただいて、既に気づかれた方々も多いと思うが、いずれの村でも、村の

近くに川が流れているか、村が川に面しているか、あるいは川が村を通り抜け
て流れているところばかりである。それには、こうした村が誕生した時の、次
のような経緯があつたのである。

Pandy『pam日 という語は、palmu十 け から成る合成語であるが、動詞的

名詞の panllu L翔国 には `cttrO(defnydal er mwyn ei lanhauゴ i dewhaぜ

“

―洗つて厚みを出すために (生地・布地)を打つこと一 の意味があり、
この語から転用される形容詞 palllは、`"山 idとsgrttO gwlan sydd wedi cael

ei drin tr¬/ei wly‐chu,ei sychuゴ ismwdとOiw..eud bretヽポ θσ―毛織物

を作るために水に濡らし、乾かし、アイロンをかけるなどされる羊毛について

述べる語一 の説明が与えられる。要するに、生地を密にするために行う縮絨す

ることであり、羊毛産業には欠かせない作業の‐つである。この合成語の二番

Ｐ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

■一

×

×

×

×

×

×

×

×

Ｎ

山
○
○
○
○
○
○
○
○

ＰＣ

Ｏ

×

×

×

×

×

○

×

ＰＤ

×

×

×

×

×

×

○

×

ｏ
Ｏ
Ｏ
Ю
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

９

０

×

○

○

○

○

○

○

”

○

○

×

×

×

×

○

○
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目の要素

"[]は
「家」であり、動詞的名詞に結びつくときには [」 は ldlと

「軟変異」が生じる。合成語全体の意味は、従って、日本語への直訳は「縮絨
を行 う家」であり、 1)「縮絨小屋」 2)「縮絨場」 3)「縮絨工場」というこ
とになる。ただ、カイルディーズ郊外サインファガン Sain Ffagan/St.FagЯ ns
にあぅ

「カムリ民俗博物館」Amgueddfa Werin CyIInru/Musellm。 ぃ鴨lsh Life

に展示されている「羊毛工場」Y FeL■ n71狙 /17oonen Mill(1760年 に建てら
れたポ ウイス州サンウルテ ィー ドのエスガイル・マイル Esgair‐ mael,

Llam"けd(22/87461,Powysか ら移転され、展月 のような「工場」を想像す
ると、3)「縮絨工場」の邦訳となるだろうが、カムリの国の片田舎に建てられ
た「共同利用」が目的の pandyに は、 1)「縮絨小屋」 か、せいぜい 2)「縮
絨場」の訳が妥当だと思う。カムリにおける羊毛産業の歴史的発達との関連で
「パンディ研究」 Astudiaethau Pandy・ を試みるならば、訳語も1)「縮絨小
屋」2)「縮絨場」3)「縮絨工場」と変化するかも知れない。Me市皿e Ricahrds

(1969:351)の 説明は以下の通 りである。

`Theterm used fOr ttngin Welsh is P4 a bOrrttgfrom La血

P'77"′θ̀ dotピ.From this are derived the verb ρ′″″
“
`tO fun doth',

p2麹 ″̀
`a funerち ρθコめ′̀a fding mill'bOmp′

"+ιフ `hOuse'1,and
″励 らa燿 `a tt mill'.It islrnpossible to say with aw cert」 hty how
01d this bOrrOwing is,but itllnay be inferred that it probably dates back

to the penod Of borrOwttg fronュ Latin ttlto lhiush during the RomЯ n

∝cupratbn,particularly as t OccllrS in the∞ gnate BretOn p血,COrnish
′
"・

'

いずれにしても、上述の「カムリ民俗博物館」に展示されているエスガイル・
マイルから移転された「羊毛工場」Y Felinヽ租触 /W00nen NIinの ように、英
国の産業革命の影響後のものとは異なり、

υnti nearll‐ the end Ofthe eighteenth centu7 ming mills,wOrked

by water DOWer were the Ott machhery h general use,nnd theむ
3‐ide

distribuiOn is suggested by the frequency Ofthe lVelsh equ■ valent,p"ウ
as a place nnme.To theSe the weaver brought his doth fOr fmingiust aS

the farmer brought his corn to the gnst m■ l for grin山喝.'(下線付きの太字

体は水谷)

A.H.Dodこ 1972,z41邊″ 月7・

`ο

ヮ α「 %滅場 ″晟壺 」%め ,"′ a贈
`。

弓
ふ悔 ′"鮨

劫
"励 “ "め

θ]慶馳′ちLondOn:B.T BatsfOra p.117.

と指摘されている。

同書には、二つのタイプの panむ の写真が挿入されていて (p.117.)、 最初
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のものは「縮絨場」と呼ぶに相応しいケレディギオン州サンフラスティー ド村

IInnrhy7stud(22/5369に あつた 1835年に建てられたものであり、小り||の そば

の畑の中に、ポツンと水車小屋だけが建っているものである。二つ目のものは、

メイリオニーズ州ドルゲセ町の `Ffat五 Faぬ'「小さい工場」と呼ばれる「羊毛

工場」Woonen m■ 1(p.118.)で、エスガイル・マイルのものと同様の「縮絨工

場」と呼べるものである (同書は、吉賀憲夫氏め邦訳があり、京都修学社から

2000年に出版されてはいるが、残念ながらバンディの写真はない)。 そして、

`...for lnost Ofthe countrpaゴ s needs could bellnet by nlembers ofthe

local community7itSer ."farllllng depended ЯlmOst entrel17 on Ⅲe wide

range of hand tOOls, . . ,  D血 g ths penod of near econornlc self‐

sllf■ ciency craft workshops IIl all parts oflVales were numerous and

important,… .The processhg crafts ofミヘ es,where the craftsman

was concerned With processing some raw mate五al,usually demanded

a range ofimmo/able equ■ pment,nd usually・ requhed waterっower

For this reasoL the processing industries were lllore o■ Юn than not

Practised in small facto五 es or mills in rlver va■ eys, o■en m isolated

locattms.'(下 線付きの太字体は水谷)

J.Geraht Jenlins,1975, 7ると五 の雄 ・ "′
`を

目鴨凛2θろ ■landysull

Gome■ pp.5‐ 6.

との発言もある。さらに、カムリでの羊毛産業の発達の歴史における panけ の

位置づけとして、「パンディ研究」の現地での第一人者の一人、このジェンキン

ズ博士は、次にようにも発言されている。

`But the mostimportant technicalinnovatlon of an was the apphcath

of waterっ owerto theluhg process.In reality the mtroduc“ n ofthe

ning mill marked the ttrst sthge ln the transidon of the woollen

hdustry fronl hOmestead to factory V祠 ヒne car価g, sp血g, and

wea、nng contilnued tO be domestic pll,su■ ts as in the past centunes,doth

could now be■ nishedllnder the hЯ mmers of a water・ ariven funing rnill

Some mdlcaion ofthe spread ofming mills may be obtained from the

occurrence of the names p″ ″ 御 hg mi■),Or p"コ″ allld権″

債週er)' J.Geramt」 enkins(1969:101-下 線付きの大学体は水谷)

このような次第で、地名 Pa22ク は、カムリ全域にわたつて分布し、しかも

それぞれの pand7‐ が川のそばに位置して建設されていたのであつた。豊かな

自然に恵まれていたカムリの国の伝統的社会では、水利の必要上、、多くの場合、

水路が掘られて、川のそばに pall々 が建てられ、村人たちの生活上の要求に

38

©日本カムリ学会 2007 
Bwletin Astudiaethau Cymreig Siapan 3(2):29-39



応えていたのであつた。正に「自然と人工」の合作というカムリの国の伝統文

化の極めて大切な特徴を示しているものと言えよう。しかしながら、英国の産

業・農業革命に始まり、押し寄せる「近代化」の荒波には抗するすべもなく、

pandy・ そのものは廃墟となつたり、消滅してしまつたというのが現実であつた。

そしてその後も、人里離れた田園の真ん中に、水路だけがさびしく残つていて、

川沿いの田舎道を旅するわれわれの眼に、ふと、留まることも多々あるのが現

状のようである。

飲 号に続く]
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